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防災テックスタートアップの株式会社Spectee（東京都千代田区、代表取締役：村上建治郎、読み：スペクティ、以

下「Spectee」）は、2025年1月6日に、気象庁より、気象業務法に基づく民間事業者による洪水予報業務の許可を取

得したことを発表します。

なお、AI（機械学習）モデルを用いた洪水予報業務としては国内初の許可取得となります。

今後も、AI防災・危機管理ソリューション『Spectee Pro』にて、河川の水位予測をはじめとする迅速かつ精度の高い

「危機」情報を提供し、自治体・企業の災害対策を支援してまいります。

問い合わせ先
株式会社Spectee 広報担当：平川 TEL : 03-6261-3655 MAIL：press@spectee.com

Spectee、気象業務法に基づく「洪水予報業務」の許可を取得
〜国内初、AI（機械学習）モデルを用いて洪水予報業務の許可を取得。

多様なデータ×AIで河川水位予測を提供し、災害リスクの軽減と迅速な対応を支援〜
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■許可取得の背景

気候変動の影響で自然災害が激甚化する中、局地的な豪雨に迅速かつ正確に対応するための情報提供がこれまで以上に

重要になっています。こうした背景を受け、政府は2023年5月に「気象業務法」を改正し、これまで国や都道府県が担ってきた

洪水や土砂災害の予報業務に民間事業者が参入しやすい仕組みを整えました。この改正により、国が定める基準に適合する

技術であれば民間事業者も洪水予報が可能となり、大雨災害による被害軽減が期待されています。

Specteeはこれまで、SNSや気象データ、河川カメラ等の多様なデータとAIを活用して、「危機」情報を分析・通知し、迅速な

情報提供を通じて災害対策を支援してきました。特に、ゲリラ豪雨や線状降水帯といった局地的な豪雨で短時間に河川水位

が急激に上昇する中小河川の水位予報業務は、Specteeが持つリアルタイムデータやAI技術との親和性が高い分野と考えて

います。

■取得した予報業務の概要

今回、Specteeが許可を取得した洪水予報業務は、水位観測データや降水量予測データなどをもとに、AIモデルを活用し

て、リアルタイムに精度の高い河川の水位予測を提供するものです。中でも、豪雨時にまず危険性が高まる中小河川を対象

とした水位予測を強化することで、被害の軽減や迅速な避難行動の促進に貢献することを目指しています。

さらに、Specteeは、これまでもリアルタイムに浸水の影響範囲を地図上に表示する「リアルタイム浸水推定」を提供しており、

今回の技術を組み合わせることで、洪水リスクをより広範囲にわたり可視化し、災害対応の迅速化と高度化を支援していきます。

Specteeでは、今回の許可取得を契機に、より多くの地域で災害リスクを軽減できる情報提供を目指していきます。
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■『Spectee Pro』について

SNSや気象情報、自動車のプローブデータ、全国1万台以上の道路・河川カメラなどを解析し、世界で発生する災害や危

機を、迅速に収集、可視化、予測できるAIリアルタイム防災・危機管理サービスです。

お客様が必要な情報をリアルタイムに通知、独自開発のAI技術やマップ機能などを活用して、正確かつ整理された情報を瞬

時に入手することができ、災害対応やBCPを目的に民間企業・自治体などのお客様にご利用いただいています。
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■Spectee 代表取締役 村上建治郎 コメント

2024年の日本の年平均気温は、1898年の統計開始以降で最も高い値となりました。特に直近10年の伸びは急激で、背

景にある気候変動などの影響が顕著に現れてきています。また、この傾向は日本だけでなく世界でも同様で、これからも世界各

地で極端な高温や大雨による洪水が増えると予想されます。

Specteeでは、近年増加する洪水等の水害に対応するため、AIを活用した予測技術の研究を進めてきています。今回、気

象庁からの認可が得られたことは、その技術の社会実装に向けた大きな一歩となります。

さらに、現在洪水のみならず、災害に関わる様々な事象の予測技術の確立を目指して日々開発を行っています。これらの技

術がいずれ災害から社会を守る、我々Specteeの目指す「レジリエンス社会の構築」につながるものとなると考えています。

※参考：予報業務の許可事業者一覧（火山現象・津波・高潮・洪水）

気象庁ホームページ https://www.jma.go.jp/jma/kishou/minkan/minkan_sonota.html

■株式会社Specteeについて

Specteeは、「危機を可視化する」をミッションに、SNSや気象データ、カーナビ情報や道路カメラなど様々なデータからの災

害・リスク情報を解析し、被害状況の可視化や予測を行っています。

本社：〒102-0076 東京都千代田区五番町 12-3 五番町YSビル 3階

代表者：代表取締役 CEO村上 建治郎

設立：2011年11月11日

公式サイト：https://spectee.co.jp
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